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本
政
府
鶏
鎚
中
の
も
の
な
b
之
江
す
が
如
3
に
歪
A
Y

て
は

問
よ
・
9
外
人
持
有
一
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訟
に
し
℃
一
笑
の
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ゲ
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タ
o
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百
一
八
十
年
よ
ら
随
一
二
一
年
比
変
る
一
号
牛
問
を
以
て
一
千
九
一
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
加
之
求
判
明
作
地
の
開
拓
、
森
林
の
牧
金

百
年
よ
1
0
同
二
年
代
去
る
ゴ
一
ヶ
年
間
の
一
や
均
に
比
帥
仇
す
る
及
び
入
力
を
加
へ
診
る
天
産
物
の
議
械
は
少
小
の
支
胞
を

こと

ιせ
b
)
会
ト
輸
出
額
は
一
問
、
0
0
0
、
0
0
0弗
よ
以
℃
多
大
の
牧
議
を
符
る
の
見
込
充
分
な
れ
ば
自
然
、
ー
人

b
一
一
、
三
九
六
、

0
0
0、
0
0
0
郊
に
途
し
七
割
二
分
の
F

は
豆
織
の
資
本
ど
投
と
て
制
筑
波
工
業
な
設
立
す
る
乙
と
を
一

喰
加
を
示
せ
る
代
謝
し
、
幾
産
物
の
総
胤
は
僅
に
一
六
五
六
、
一
銭
誌
、
ず
J
従
つ
℃
久
し
く
農
業
は
絶
抑
的
優
越
の
地
位
ど

0
0
0、
0
0
0弗
よ

b
八
七
七
、

0
0
0
、
0
0
0弗
に
一
占
め
工
業
は
第
一
一
位
代
置
か
れ
た
6
3
0
つ
織
待
者
一
一
に
践

日
升
一
ふ
げ
レ
に
過
ぎ
ず
、
邸
主
二
割
問
一
分
の
増
額
に
止
ま
ち
し
…
る
に
ぶ
ら
〈
一
千
八
百
五
十
年
の
交
代
主
一
る
ま
で

ι以

な
b
z
之
に
反
し
製
治
品
の
輸
出
績
は
一
一
七
、

0
0
0
、
一
閥
内
の
一
役
一
製
設
業
の
大
学
は
賃
銀
紙
労
働
者
ど
使
役
し
励

。。O
弗
け
;
四
一
六
、
0
0
0
、
0
0
0め
に
悲
し
二
十
一
カ
の
助
を
借
A
Y
て
行
は
る
〉
今
日
の
工
場
組
協
F
F
二
総
川

五
舗
の
増
加
を
見
た
h
o
此
に
拘
っ
て
米
一
同
工
業
の
増
加
…
呉
れ
る
家
内
工
業
に
し
℃
徒
弟
主
総
濯
す
ふ
一
t

家
松
川
氏
ト

カ
は
同
悩
操
業
の
そ
れ
に
比
し
議
代
日
早
魅
せ
る
を
見
る
可
一
例
入
企
業
者
の
手
に
な
る
ー
も
の
な
λ

リ
し
な
ら
し
。

A

T

-

-

1

r

(

¥

…

然

れ
vc
も
這
問
の
前
述
は
欣
℃
成
秘
工
業
の
大
企
業
集

会
弁
同
工
業
の
時
使
途
は
悶
よ

b
欧
剃
の
先
議
同
た
る
英
…
中
が
叩
千
八
百
五
十
年
前
代
於
て
お
る
乙
と
な
か
か
し
ど

働
総
代
比
し
議
代
奈
川
の
乙
と
比
一
服
す
る
な

b
o
強
米
利
一
一
不
す
も
の
に
あ
ら
ず
。
此
運
動
広
報
告
書
し
に
採
る
に
米

加
に
於
け
る
諸
純
民
地
が
未
だ
母
凶
の
議
終
古
紙
す
る
な
…
英
爾
倒
閣
の
諮
問
係
k
断
絶
せ
し
め
た
る
彼
の
一
千
八
百

符

E
bし
時
代
ー
に
在
b
て
は
彼
の
寸
マ
!
カ
シ
チ
!
ペ
ジ
f

十
一
一
年
の
戦
守
に
其
回
原
を
饗
す
る
な
b
o
殊
に
夫
、
込
訟
な

ス
エ
ノ
ム
し
の
禁
令
は
工
業
的
企
業
の
一
致
迷
を
視
官
官
せ
λ
y
o
b
し
も
の
は
織
物
業
な
b
。
一
千
八
百
二
十
一
一
一
年
代
於
て

而
し
℃
締
立
を
得
た
る
俊
之
織
も
新
潟
凶
の
常
と
し
℃
資
ロ
!
?
品

Y
は
今
日
マ

y
や
ノ
チ
ッ
}
セ
ヅ
ヅ
川
仰
を
し
(
謀

本
少
な
く
車
場
は
局
限
せ
ら
れ
て
僚
に
不
確
定
の
販
路
そ
ニ
の
ク
シ
カ
ス
ご
ヤ
た
ら
し
め
た
る
純
一
然
恥
る
工
業
収

一
'_'・

2 

，-一 j

. 4 

，、1 ・‘日、，
• 'j ，'、

、 r

¥i 

J 一代 1

の
魁
と
し
て
現
れ
た

b
。
然
れ
、
P
L
も
共
蛍
時
に
於
て
は
す
再
び
ロ
!
ク

z
y
を
訪
ふ
も
の
は
彼
が
記
述
し
允
る
家
路
{

ヅ
サ
チ

L
i
セ
wJ

ツ
は
未
だ
英
の
労
働
階
級
の
住
民
を
有
は
共
技
法
一
を
古
止
め
診
る
を
見
る
可
主
な
よ
り
。
米
岡
工
業

せ
3
・9
3。
ロ
!
?
エ

Y
市
後
蹄
の
筏
約
十
年
に
し
℃
同
開
設
建
の
第
一
階
段
は
久
し

3
以
前
代
於
℃
経
過
せ
ら
れ
た

・
取
を
訪
へ
る
偽
闘
の
縦
務
感
者
ジ
へ

1
y
、
ジ
グ
ア

Y

品
♂
る
な
台
。
一
千
八
百
三
十
年
よ
ら
同
五
十
年
比
至
る
の
附

ー
は
英
一
t

北
米
使

b
L中
に
此
工
業
的
サ
レ
シ
タ
ム
の
殆
ど
一
工
場
制
肢
は
急
連
な
る
後
訟
を
砂
川
せ
ら
。
一
千
入
百
一
一
一
十

牧
歌
的
な
る
記
事
ピ
試
み
大
工
場
t
乙
い
射
を
列
べ
て
設
備
強
…
年
に
は
一
一
一
一
四

O
、
0
0
0
紡
絞
を
鋒
せ
る
に
過
ぎ

2
9し

へ
乏
械
工
寄
宿
合
の
立
て
る
わ
b
、
布
徳
な
る
老
締
人
の
一
?
ツ
サ
チ
ユ
}
セ
ク
ツ
州
は
一
千
八
百
五
十
年
に
は
一
、

監
授
の
下
代
近
隣
の
一
農
家
の
女
子
よ
ら
'
成
る
去
、
ζ

女
工
が
…
二
入
入
、

0
ひ
O
紡
錘
を
一
不
す
に
歪
れ

b
o
而
じ
て
一
千
八

此
に
宿
泊
し
つ
〉
わ
る
と
と
を
一
訪
れ
bpO

工
女
等
は
恐
ら
一
百
六
十
年
に
は
克
に
一
、
六
人
入
、

0
0
0紡
錘
に
増
加
せ

く
数
年
間
の
工
場
労
働
K
岩
干
の
貯
惑
を
符
て
、
機
℃
一
持
一

h
。
加
之
一
千
八
百
五
十
年
よ
ι
リ
同
六
十
年
代
一
日
一
る
十
年

ぴ
間
一
向
闘
に
踊
る
な
る
可
し
O

H

…
問
に
於
℃
削
減
餓
、
製
…
側
、
制
輩
英
他
諸
積
の
命
日
一
枇
は
鰻
綴

之
れ
震
に
工
場
制
度
後
遣
の
第
一
階
段
に
し
℃
、
詩
人
一
と
し
℃
創
設
せ
ら
れ
た

b
。
A
M
H

名
な
る
英
岡
の
統
計
卒
者

一
が
今
日
否
が
日
本
及
び
露
闘
に
於
て
見
る
所
の
も
の
と
晃
一
マ

Y
ホ

l
y
氏
に
擦
れ
ば
令
糸
閥
内
に
於
℃
削
減
治
せ
ら
る

ら
ず
，
一
印
し
て
十
八
法
制
最
後
の
二
十
五
年
に
於
℃
英
樹
一
〉
貨
物
の
総
級
は
二
十
八
百
二
十
年
に
は
二
六
入
、

0
0

の
経
過
し
水
市
T
bた
る
所
な
b
。
郎
ち
同
闘
に
在
'
り
℃
は
一
一

o、
0
0
0
、
弗
な
'
り
し
が
…
千
八
百
間
十
年
代
は
間
六

定
の
年
月
佐
川
以
つ
℃
岡
山
合
よ
b
募
集
せ
ら
る
〉
伎
雇
人
の
七
、

0
0
0一、
0
0
0弗
に
滋
み
、
廷
に
一
千
八
仔
六
十
年
一

斜
め
に
必
、
ず
工
場
に
掛
川
廊
し
℃
寄
宿
合
の
設
け
あ
ら
し
な
に
は
一
限
じ
℃
一
、
九
O
七、
'
0
0
0
、
0
0
0
弗
に
注
し
、

b
o
d

‘

偽

州

側

二

闘

の

削

減

経

口

川

総

紡

Iι
正
に
伯
仲
の
間
に
在
ム
リ
、
限

だ
僅
に
英
闘
の
そ
れ
に
比
七
℃
及
ば
診
る
乙
止
法
h
d
の
み

然
れ
rι
も
ジ
グ
ア
Y

ェ
ー
が
一
訪
れ
し
後
六
十
年
に
し
て

語

鍬

-~ 

-" 
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な
b
。

位
代
一
概
訴
し
総
め
℃
明
瞭
に
茶
兆
円
高
な
る
殆
ど
奇
践
的
後

一
千
入
百
六
十
年
以
降
に
於
℃
も
米
側
工
業
は
亦
旧
民
常
迷
の
法
乞
一
不
治
J
A
I
乙
欲
せ
ば
寸
報
告
書
L
中
よ

b
左
側
仰
の
計

な
る
綾
建
を
示
せ
れ
ノ
。
各
閥
勢
調
査
に
於
け
る
工
業
の
地
表
を
抹
草
す
る
に
勝
る
も
の
ほ
し
。

一
八
六

O
伝
E
E

一
八
八

O
年
、
一
八
九

O
年
法
比
一
千
九
百
年
に
於
け
る
米
側
工
業
の
一
般
統
計

(
表
中
の
各
俄
格
は
総
て
百
高
泊
仰
を
川
県
位
1

乙
す
)

一
八
六
O
年

一

八

八

O
年

一

八

九

O
年

一

九

O
O
年

企
業
総
数
・
・
・
・
・
・
'
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
呂
、
問
一
一
一
一
一
一
豆
一
一
一
、
八
三
一
一
一
去
、
問
一
五
圭
一
一
、
一
一
一
一
一
一
九

資
本
'
傾

J:
・・・・・・・・・・・・・・・・・
2

一、
o
一O

ニ、七九
O

六、丸一一品

R

九、八一一一品

忠
一
給
役
員
書
記
英
外
・
・
・
・
・
:
・
・
1

・
・
・
・
・
:
・
・
・
'
間
六
一
、
0
0
丸
一
一
一
哉
、
弔
問

給
料
額
:
:
:
:
'
:
'
:
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
一
九
ニ
問
。
同

勢
働
者
平
均
数
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
一
、
一
一
三
、
ニ
児
ニ
、
七
一
一
一
ニ
、
充
足
問
、
豆
一
、
六
一
一
一
一
号
一
ニ
ヘ
八
口
一
一

組
賃
銀
級
・
・
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
一
完
九
州
八
一
、
八
九
一

i

一一、一一一一一九

十
六
歳
以
上
の
男
工
・
:
・
・
・
・
一
、
8

0

、
一
一
一
児
一
一
、
o
一丸、
O

一一一五一一一、一一一一一七、
O

問
ニ
'
問
J

一
式
、
六
己

貸
銀
額
・
:
-
-
-
a
-
-
-
-
-
e
.
，••..•..•••••....• 

一
、
交
九
一
一
ぷ
一
一
一

十
六
歳
以
上
の
を
一
一
一
一
ム
・
・
・
・
・
:
・
土
台
、
八
九
七
五
一
一
一
つ
穴
一
一
一
九
人
O

一
一
一
式
会
一
、
O

一一一つ穴
O

九

賃
銀
績
・
:
・
・

:
e
s
:
・
・
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・

:
-
-
e

一
一
一
五
一
一
八
二

十
六
歳
以
下
の
少
年
工
・
・
・
-

-

-

-

-

-

j

i

-

-

-

-

-

-

一
一
…
口
、
八
八
五
一
六
八
、
五
八
一
一
一

'
賃
銀
額
・
1
•••••• 

J
e
l
-
-
-
-
-
・・・・・
1
••••• 

、

一

七

二

汽

錯
雑
技
・
1

・・

J:
・
・
・
・
・
・
;
・
・
・
・
・
1

・

・

・

・

1

・

六

一

一

~

7

5

1

0

一一八

謹
一
溺
盟
議
綴
翻
盟
問
題
滋
韓
関
磁
留
守
講
習
量
調
誘
惑
調
関
繍
盟
関
関
関
錦
繍
摺
翻
韓
関
鰐
問
題
議
ゆ

2 
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使
用
材
料
費
・
:
・
・
・
・
・

i:
・
;
・
・
一
よ
一
三
一
一
一
一
、
一
一
一
宅
玉
、
一
六
一
一
屯
1

一一一回入

生
産
額
(
注
文
及
川
一
筋
絡
を
合

h
u
y
:
一
、
八
八
一
ハ
五
、
一
一
一
苫
九
三
七
一
一
一
…
一
一

d
o悩

上
一
純
一
り
主
流
な
一
瞥
す
る
も
の
は
夜
ち
に
米
一
凶
工
業
、
が
九
五
、

o
o
o
d
o
o弗
よ

b
一
二
、
一
一
一
五
七
、

0
0
0、
.0

前
陛
一
心
の
後
字
に
於
℃
、
過
去
二
十
作
聞
に
於
℃
、
廷
に

~
0
0弗
に
恋
し
た
る
の
み
な
る
に
、
郷
土
リ
A
q
糸
協
は
一
一

過
去
十
年
間
h
k
於
℃
も
如
何
に
偉
大
な
る
後
述
を
な
せ
る
一
九

O
七
、

0
0
0
、
0
0
0
弗
よ
λ
y

九
、
四
九
八
、

0
0
0
、

わ
を
知
る
に
足
ら
-A
。
殊
に
同
凶
の
進
歩
を
以
℃
他
陶
工

0
0
0弗
に
上
井
せ
る
を
見
る
な
り
。

業
の
ふ
れ
1
乙
比
一
統
制
割
問
釈
す
る
時
は
盆
b

誕
の
m
柳
川
妨
・
ず
可
き
以
上
寸
〆
ホ

l
y
の
妨
げ
た
る
数
字
中
米
闘
の
み
を
取

も
の
な
る
乙
と
れ
也
知
、
b
，M
o

過
去
十
年
間
に
於
℃
就
れ
の
よ
リ
℃
之
れ
を
験
す
る
代
正
し
く
一
千
八
百
九
十
年
の
附
勢

諮
凶
も
合
衆
闘
の
釦
く
英
同
一
勢
に
側
じ
て
充
分
な
る
部
資
調
査
と
同
一
に
し
℃
一
千
入
百
九
十
四
年
の
米
凶
一
製
治
日
間

ど
行
一
一
一
一
は
ず
従
つ
℃
織
の
如
く
詳
細
け
仇
し
て
且
つ
正
確
に
近
の
償
格
は
一
千
八
百
九
十
年
の
生
産
商
代
比
し
℃
増
一
式
す

き
統
計
b
L
符
る
乙
l
f
一
能
は
ず
之
蛾
も
、
然
も
欧
洲
に
於
け
る
乙
1

乙
少
な

3
は
、
金
く
一
千
八
百
九
十
三
年
の
初
期
よ

る
工
業
の
純
代
議
は
米
闘
に
比
し
℃
極
吟
℃
混
緩
な
ム
リ
し
は
ら
泊
以
来
せ
る
工
業
上
の
恐
慌
の
結
川
本
代
し
℃
生
産
著
し
く

疑
ム
一
円
ら
ず
。
上
記
の
ユ
ホ

l
y
は
製
品
宮
川
の
総
州
出
品
物
減
少
し
英
一
代
償
亦
激
甚
な
る
保
絡
を
来
し
た
る
に
依
る
な

を
計
一
説
せ
ん
I
C
試
み
し
が
業
談
る
所
に
従
へ
ば
一
千
八
百

b
。

六
十
年
ょ
の
同
九
十
四
年
比
去
る
期
間
に
於
・
1
大

英

凶

は

悶

よ

b
γ
Y
ホ
1
Y
並
に
各
闘
い
勢
調
査
の
掲
げ
ね
る
数

偲
比
一
一
一
-
八

O
入、

0
0
0
、
0
0
0抱
一
よ
十
り
問
、
二
六
一
一
一
、
ゆ
ず
を
抹
即
す
る
に
蛍
p

り
吾
人
の
方
に
指
示
す
可
b
d
紡
及
d

o
o
U
1
0
0
0弗
に
注
し
}
偽
闘
の
如

3
は
鼠
・
に
一
一
、

O

「
報
告
書
し
自
ら
注
記
せ
る
腕
の
考
量

-K技
法
ヤ
る
可
、
b
J
f
J

九一一千

rooo、
0
0
0
弗
よ
か
一
一
、
九

0
0
、0
0
0
、
0

・
と
雌
も
1

然
も
今
日
の
令
永
悩
は
正
に
農
業
側
Iι
し
℃
節

O
C一一路に問介
A
Y
た
る
に
池
宮
ず
}
判
例
議
、
と
難
色
僅
に
一
、
九
一
総
代
位
す
る
と
等
し
く
も
工
業
凶
と
し
℃
も
城
掠
…
統

A
Z酎
F

'

一
一
五

"i，...' . ・F' ‘ 

、・‘一一
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ゆ一一

1
1
4
A
!
?わ
る
乙
之
は
疑
)
ム
可
ら
ず
、
而
し
℃
る
も
の
な
れ
ば
、
結
局
総
計
中
し
に
は
綿
総
の
債
務
は
一
一
一
度
、

一一ゴ

i
p
Vふ
/
十
年
以
後
絢
滋
ゆ
工
業
日
聞
は
佳
代
認
債
格
を
綿
布
の
債
格
は
再
度
計
上
せ
ら
る

l
ζ
と
ー
と
な
る

1
b司
O

一倍
i

測
し
、
お
闘
の
五
割
の
滑
加
、
町
仰
倒
は
市
況
に
サ
時
刻
A
V
少
っ
報
告
書
し
は
更
に
此
の
前
宇
・
討
を
n
A
A

一
般
的
に
説
ト
レ
U
H
u
i

b
に
反

L
、
米
側
の
工
業
の
生
産
力
は
誕
生
産
物
の
償
格
¥
製
総
機
に
於
℃
製
造
せ
ら
れ
た
る
綿
総
の
偵
格
一

o、
o

料
刊
誌
す
2
j
xふも
-
U
M
山
供
料
一
党
砕
い
ザ
um-

-
山
口
人
は
上
、
に
引
?
と
'
Q

統
計
中
二
一
二
考
島
民
営
裂
す
る
給
一
五
、
0
0
0
弗
な
台
、
崩
し
て
衣
服
一
J
A
m
切
に
於
て

1
1
i

ゐ
一
る
乙
之
宮
一
再
へ
λ
y

印
ち
誌
に
甘
さ
例
を
脱
会
べ
れ
ば
一
一
る

i
衣
服
の
伯
絡
は
(
内
綿
布
の
償
格
一
五
、

oooTι
一

千
九
百
年
代
会
議
側
内
、
代
於
て
整
地
せ
ら
れ
た
る
貨
物
の
一
合
ひ
)
一
一

0
1
0
0
0弗
と
な
え
一
一
一
金
本
の
生
産

3
3

M

山
市
i

一一一一、

0
0
0
6
0
0
、
0
0
0
弗
中
に
は
数
多
…
五
、

0
0
0
弗
と
な
る
な
b
o
然
れ
-E
も
忠
…
生
産
物
の
誕

の
霊
祭
川
澄
を
合
ひ
乙
J

乙
是
れ
な
b
o
ー
報
告
書
し
は
流
互
の
債
務
は
凶
五
、

0
0
0
弗
に
わ
ら
ず
し
て
佳
代
一
一

o、
0

ん

に
此
事
資
を
腕
泌
す
る
え
と
な
く
し
て
日
く
っ
近
世
工
業
一

0
0
弗
代
、
過
ぎ
〉
る
可
し
、
而
し
℃
斤
し
以
上
製
称
、
製
一

の
地
佐
官
件
一
λ
℃
或
る
製
造
業
一
の
既
製
品
は
絶
え
ず
他
の
…
恋
紘
一
一
に
衣
服
製
誌
の
三
業
が
同
一
企
業
内
代
行
は
れ
た

b

謹一

m
J
f
J…
の
広
一
利
之
じ
て
使
Mm
せ
ら
る
ー
も
の
な
れ
ば
一
一
ん
に
は
何
人
も
之
れ
乞
一
一

O
司

0
0
0
弗
之
し
て
計
上
す

tJmた
を
々
に
し
て
再
三
再
開
計
一
敢
せ
ら
れ
斯
く
℃
生
産
…
る
を
渇
た
デ

3
し
-
-
乙
心

的一
w
の
総
債
格
を
増
大
せ
し
む
る
な

9
0
郎
ち
綿
花
梁
に
於

J

川本
1
レ
℃
然
、
b
笠
口
一
ん
は
如
何
に
し
℃
禁
札
口
仰
の
民
政
ー
ト
し

て
見
る
に
、
製
印
刷
業
の
航
製
品
・
と
し
て
版
貸
せ
ら
る

3
純
計
量
す
る
ζ
I
F
L
-
K
得
可

3
hぺ
一
千
八
百
七
十
年
リ
イ
l

千

携
は
製
布
業
の
原
料
た
る
も
の
に
し
て
、
而
じ
て
又
製
布
八
百
八
十
年
並
に
一
千
八
百
九
十
年
の
陶
勢
調
査
に
於
て

誌
の
…
税
収
品
先
1
1
1

綿
布
は
他
方
叶

5
5
1ぷ
版
業
の
原
料
一
引
は
製
法
日
仰
の
倒
格
-
中
よ
ふ
之
れ

K
使
用
せ
ら
れ
た
る
原
料

語
翻
鰯
欝
露
関
溺
藷
品
一
翻
劉
側
関
翻
溺
劉
関
関
姐
一
一
関
溺
劉
悶
悶
悶
関
調
関
関
鰯
闘
関
鰯
鋼
倒
胸
囲
一
悶
鰯
翻
鋼
関
関
鍋
鶴
翻
関
鱒
明
譜
舗
劉
錨
議
関
樹
翻
悶
組
関
関
翻
閥
1

一-

_.“・・・..'ー、. 
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J
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の
債
格
(
一
千
八
百
九
十
年
に
は
業
債
務
問
、
二
一

o、
O
J
る
原
料
品
(
例
へ
ば
銑
鋭
、
繍
附
鍛
1

材
木
、
調
粉
、
織
布

。
。
、
0
0
0
を
繁
一
せ
ら
)
ど
控
除
し
て
比
般
的
正
確
に
近
等
の
如
主
も
の
〉

t
乙
な
せ
9
0
隠
し
℃
第
二
部
門
に
麗
す

b
も
の
を
得
f
A
I
乙
企
て
た
b
l
…
千
八
百
九
十
年
の
報
告
る
原
料
費
は
之
れ
を
純
然
た
る
粗
製
の
賦
践
に
部
分
的
加

ム
一
一
替
は
此
れ
ト
名
け
℃
生
産
純
知
之
呼
べ
λ

ッ
。
然
れ
ど
も
此
、
工
を
な
じ
た
る
他
の
企
業
の
項
目
中
に
業
生
産
物
の
償
裕

計
係
方
法
に
従
へ
ば
一
千
九
百
年
の
寸
報
告
書
L

が
指
摘
せ
…
止
し
℃
計
上
せ
b
o
故
に
此
原
料
袋
み
訟
は
年
産
額
総
領

る
が
如
〈
生
産
物
の
倣
絡
が
以
η

・1
原
料
品
の
依
務
よ
・
9

一
格
に
於
け
る
東
複
計
片
品
の
綴
4
M
d

一
表
す
も
の
な
ム
リ
ー
米
側
製

も
減
少
せ
る
の
不
可
思
議
な
一
不
し
統
一
一
昨
の
妄
誕
業
振
に
法
一
逃
工
業
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
学
製
品
の
償
絡
は
一
千
九
寄

せ
j
o

‘
一
年
に
於
℃
問
、
ム
ハ
一
二
問
、

0
0
0
、
0
0
0弗
に
建
せ
b
a
生

向
に
製
法
品
の
倒
格
中
よ
ι
り
放
日
銀
他
地
ー
に
使
加
せ
ら
れ
た
一
産
純
一
級
は
印
ち
此
の
債
務

hz
総
額
ご
一
一
、

0
0
問
介
。
。

る
み
十
原
料
の
位
一
一
格
を
終
除
し
て
符
た
る
一
泊
は
践
に
製
誌
の
一

o、
0
0
0
弗
よ
ム
リ
按
除
し
℃
之
れ
を
特
可
し
む
斯
く
し
て

一
級
過
に
出
℃
此
一
等
の
原
料
品
に
添
加
せ
ら
れ
た
る
倒
格
紅
一
符
ち
'
Q

純
産
額
は
資
に
入
、
一
二
七
O
、
0
0
0
、
0
0
0
弗

表
示
す
る
に
地
釘
d
w
d

る
な
・
り
。
真
の
純
俄
筋
を
符
ん
と
せ
一
な
1
9
0

佐
川
の
残
績
に
一
原
料
、
に
し
て
悲
し
初
め
て
工
場
に
提
供
せ
…
以
上
寸
報
告
書
し
伝
基
礎
之
し
℃
米
国
工
業
の
純
産
制
に

ら
れ
た
る
も
の
な
る
協
は
某
似
品
位
を
も
加
算
す
る
乙
之
乞
…
関
し
て
比
較
的
乾
燥
な
る
計
算
を
重
ね
来
b
し
飢
以
の
込

要
す
る
な
λ

ソ
。
兆
目
的
を
訟
行
せ
え
が
斜
め
に
一
千
九
百
一
の
は
、
一
は
以
て
此
秘
の
統
計
営
引
用
す
る
に
位
A
P
如
何

年
の
閥
勢
調
北
京
の
項
村
中
に
は
一
原
料
品
乞
二
部
門
に
分
v

な
る
注
意
を
挑
ふ
可
お
や
じ
拡
示
し
、
他
は
以
℃
マ

Y

ホ
!

十
り
(
ご
を
粗
製
品
の
ま
ー
に
て
賎
入
し
允
る
原
料
品
(
例

Y
の
主
要
な
る
欧
洲
諸
悩
の
底
納
計
算
に
お
し
総
額
に
代

へ
ば
綿
花
、
羊
毛
、
生
紙
}
穀
類
、
家
官
、
地
鍛
等
の
如
ゆ
る
に
純
一
織
を
以
℃
比
較
劉
係
す
る
の
利
議
多
か

i

る
可
b
d

i
け
も
の
iY設
か
一
一
〈
ニ
)
竿
製
品
の
山
抗
態
収
て
購
入
せ
ら
れ
た
を
知
れ
ば
な
i
y
o

然
れ
YM
も
仮
令
設
に
米
闘
の
生
産
傾
hz

F
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線

八、一一一七
0
、
0
0
0
‘0
0
一U
弟
代
減
b
、
更
に
?
由
比
鋭
之
入
管
来
同
が
工
業
上
に
蹴
ち
得
乞
4
0
優
越
去
る

一Y
M所
4
1

ロ
を
容
れ
て
A
W
泉
純
の
傍
線
闘
枕
は
兆
製
造
μ
仰
の
地
位
は
何
人
も
之
れ
や
}
…
挑
ふ
乙
ム
仰
は
次
る
ほ
れ
に
は
口
、

加

1
ぺ
を
コ
一
例
一
二
分
方
人
工
的
に
増
加
-
せ
し
め
た

b
?と
す
る
而
し
て
共
一
地
位
た
る
手
ζ

じ
℃
一
千
八
百
八
十
年
よ

b
一

(
百
人
を
以
℃
見
る
に
些
一
一
回
は
少
し
く
誇
張
代
失
せ
る
千
九
百
年
に
去
る
ド
立
こ
沿
℃
読
ち
践
す
2
3
m川
}

j

〉ー

の
ゆ
る
ー
し
i

然
、
も
旬
以
之
れ
営
是
認
す
る
も
製
治
n
仰
の
呉
る
乙
J
J亦
論
な
も
ι
わ
い
い
リ
‘
絞
れ
灯
、
も
町
一

u
iけ
れ
れ
い

純
一
一
バ
ハ
バ
J
O
O
、
0
0
0
、
0
0
0郊
の
上
に
あ
る
可
製
造
工
業
代
従
事
す
る
人
民
の
割
合
は
英
御
一
郎
一
一
週
と
れ

1
K
L

金
百
仰
は
依
然
，
と
し
て
訂
院
に
世
界
工
業
側
中
の
第
一
て
等
し
く
之
れ
に
耐
火
る
人
氏
の
割
合
に
比
し
℃
礼
引
い
し

位
を
降
、
b
w
d
る
と
1'
」川
w
h
l
b
一
何
ハ
な
れ
ば
;
八
百
九
小
な
る
ζ
i
ζ

走
れ
な
b
G
A
n
-糸
川
闘
に
於
て
は
工
業
に
投
ぜ

十
周
年
-
-
よ
J
一
叶
九
百
々
に
一
T
る
却
問
問
に
於
℃
灸
凶
の
威
一
ら
?
資
本
は
農
業
代
化
し
迩
に
か
が
頁
と
し
℃
号
制
科
松
山

ち
得
、
た
る
た
当
昭
一
跡
は
極
め
℃
泥
々
た
る
も
の
に
し
て
ャ
一
工
業
口
聞
の
俊
一
併
は
、
農
産
H

聞
の
そ
ー
に
↑
川
一
い
誇
'
』
大
河
川

刈
滋
の
川
c
は
同
一
切
間
代
…
於
℃
藩
じ
く
立
ベ
ル
λ

一
点
字
」
増
大
し
一
雌
も
(
良
一
段
物
ば
慌
に
叱
七
間
一
川
、

0
0
0
、
0
0
0兆
ζ

i
J
i
v
N
U
Wよ
だ
一
一
似
の
市
加
を
見
る
一
過
ぎ
ず
、
而
し
て
純
慣
習
一
一
一
、
ム
ハ

o
o
d
o
o、
o
ふ

れ
十
許
制
d
H
M
M
M
M一
1MMUれ
れ
は
け
諸
問

腕
に
失
す
る
も
の
と
溺
は
た
る
可
ら
ず
。
一
印
し
て
仰
闘
に
…
る
計
存
主
返
っ
一
一
ア
袋
詰
川
一
い
た
代
長
主
ぬ
絵

yku.引
什
米

去
っ
℃
は
其
工
業
の
進
歩
ぷ
才
一
一
一
一
口
、
ふ
に
足
る
も
の
な
主
は
「
関
氏
の
ん
わ
か
}
一
一
ん
じ
た
る
も
れ
と
し
℃
が
研
究
・

2
却
し
け

が
人
也
知
恐
せ
る
の
事
資
な
b
。
加
之
仰
凶
並
に
獅
逸
に
資
す
る
所
な
じ
よ
」
せ
ず
。
ー

於
て
は
等
し
く
保
護
関
税
配
以
℃
高
州
国
務
右
脳
断
続
し
つ
〉

d

‘

わ
る
の
事
資
4
Z
記
臆
せ
wd
る
可
一
一
ら
ず
。
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農
業
・
・
・
・
・

自
由
械
業
・

家
内
便
廃
人
・
・
・
・
、

商
業
及
運
機
業
:
・

州

対

抗

地

業
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一
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内
ニ
凶
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0
八
六
…
一一七…

一
九
O
O
年
…

一
二
五
、
七
一

問
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三
一

一
九
、
二
一

一
六
、
四
一

二
問
、
四
一
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閥
、
一
二
一二、五

一h
也、レ
u

-

-

J

J

 一〈U、七
一
一
一
、
入

ー コ入京
八四毛~ it 

〉例
六一七年

:業

U~II てb~ I:;~ ~ 
j泌 i詞ヲ角、 仁1

'll:-. 業内向
的及使職
業主s廃業

11~R{ ノL

業

一
閥
、
六

一五、

o

ふ

ん

wh
計
一

0
0
、
O

一

ooio

之
代
以
し
英
凶
に
於
℃
は
一
千
九
百

O
一
年
の
倒
勢
調

査
に
従
へ
ば
栄
能
業
に
従
事
す
る
者
九
百
出
入
、
商
業
百

一O
O
、o

17 

句集長

一
一
八

十
年
以
上
有
酬
職
業
代
従
事
し
た
る
人
口

和
刊

i

1

i

六
十
八
路
人
而
し
℃
農
業
は
三
百
四
十
六
詩
人
な

9
0
邸

ち
刺
殺
的
に
も
絡
鈎
的
に
も
工
業
に
従
事
す
る
英
剛
氏
の

放
は
合
一
衆
陣
内
の
斯
業
け
い
従
事
す
る
も
の
に
比
し
℃
若
し

く
大
な
よ
リ
、
而
も
英
凶
の
製
治
す
る
貨
物
の
俄
絡
は
米
凶

.，
h

-

h

.

，
.
‘
。

の
そ
れ
に
比
し
字
額
を
超
ゆ
る
乙
I
C
多
か
ら
3
る
な
b

尤
も
、
更
に
付
制
に
統
計
乞
験
す
る
時
は
大
多
数
の
人
民

が
従
事
す
る
所
の
運
輸
業
が
米
側
の
報
告
に
℃
は
商
業
巾
ー

に
合
ま
る
〉
に
劉
し
英
凶
に
℃
は
之
乞
工
業
中
に
分
矧
せ

ら
る
〉
乙
ト
ι
k後
見
す
べ
し
。
然
れ

E
も
英
同
諸
島
内
に

於
℃
斯
強
泌
氏
従
事
す
る
も
の
〉
数
は
之
よ
ム
リ
も
七
依
乃
至

八
倍
の
俄
滋
を
有
す
る
米
凶
に
比
し
℃
迩
に
小
な
る
可
告

は
惑
も
い
奴
な
う
所
比
し
て
、
之
を
工
業
従
事
者
数
よ
ら
滅
，

ず
る
も
併
は
依
然
ー
に
し
℃
大
英
凶
内
の
工
業
従
事
者
は
新

佼
外
の
大
共
和
凶
に
比
し
て
混
に
超
過
せ
る
配
見
る
可
さ

ハ
弘
、
り
。備
は
上
越
の
如
く
訂
正
し
た
る
後
と
蛾
も
英
米
一
一
闘
の

統
計
は
業
凶
勢
調
査
項
目
中
比
一
於
け
る
仙
の
何
々
な
る
相

惑
の
斜
め
に
之
ど
厳
お
に
比
一
戦
す
β
ど
と
能
は

wu
れ

yh

寄
λ
(
は
仲
訟
に
米
闘
の
労
働
者
は
紙
し
℃
英
側
州
労
働
者

も

一
ペ
九

F 園田明Eじい~
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批
判
の
供
給
亦
前
者
代
劣
ら
ず
。
近
位
工
業
の
極
石
た
る
石
ー
斯
く
の
如
、
h
t
i
む
の
は
邸
右
米
闘
が
天
然

K
A凡
ム
所
の
利

決
の
底
知
一
は
世
界
の
全
産
額
七
二

O
、
O
G
R
u
-
-
0
0
0
噸

盆

な

λ
リ
O

》
如
上
の
天
窓
妹
比
一
鎖
産
物
の
富
有
な
る
乙
之
が

中一一一一一

o
i
o
o
o、
C
O
O
噸
を
占
め
(
一
千
八
百
九
十
如
何
に
工
業
の
扱
迷
に
貢
献
す
る

ζ
t大
な
る
か
は
殆

r

，
九
年
)
阪
に
世
界
市
場
を
友
お
し
得
る
の
地
位
に
在

h
o
J
之
れ
を
ふ
一
一
ロ
設
す
る
と

ι能
は

3
1
0
殺
に
℃
、
彼
の
偽
憾
の

俄
鎖
井
に
剣
も
亦
強
か
代
し
て
前
者
は
み
逐
一
級
七
九
、

0
一
工
業
が
微
々
E

と
し
℃
振
は
守
'Q

は
み
ム
く
鱗
物
の
依
乏
に
一
依

0
0
、
0
0
0
州
市
二
五

O
、
0
0
0
.
0
0
0噸
ど
、
後
者
一
る

ζ
1多
く
、
他
方
比
一
於
て
山
首
有
な
る
鎖
坑
は
英
樹
の
工

は
四
七

O
、
0
0
0
噸
中
二
五
七
、

0
0
0噸
を
供
給
し
つ
一
業
を
後
述
せ
し
め
た
る
所
以
な
る
乙
と
を
知
ら
ば
蓋
し
応

〉

d
c
b。
比
絞
的
活
一
袋
な
、

b
yる
鎖
物
に
闘
し
℃
も
県
富
一
宇
ば
に
渇
ん
¥
る
も
の
わ
ら
ん
。
然
れ
y-』
も
英
樹
二
閥
1
ζ

雌

に
し
て
斑
鈴
は
州
側
逸
に
火
ぎ
て
世
界
第
二
伎
に
ふ
社

b
、
鉛
一
、
も
此
鮎
に
闘
し
℃
は
米
闘
に
比
し
て
遂
に
遜
色
わ
A
Y
。
恐

ぷ
去
っ
℃
は
優
に
常
国
介
に
泌
た
る
な
、
り
。
地
日
一
辿
の
鉱
物
中
一
ら
く
今
批
判
に
於
℃
は
彼
の
水
力
の
肱
加
は
多
少
働
岡
工

湖
A
J
錫
の
み
は
各
文
明
凶
-
と
等
し
く
(
英
知
附
を
除
く
)
誌
い
い
た
一
栄
の
快
一
鮎
を
補

λ
所
わ
る
可
し
。
卸
ち
働
側
は
水
力
の
供

稀
少
な
λ

ツ
む
白
銅
は
サ
ム
八
似
域
外
な
?
と
織
も
直
ち
に
滋
わ
也
、
…
給
に
闘
し
℃
は
濁
逸
に
比
し
℃
天
窓
惇
く
、
稲
し
℃
英
同
一

銭
し

τ相
隣
れ
る
い
山
川
山
九
州
太
よ

b
し
℃
光
分
な
る
供
給
を
仰
一
の
如

3
は
会
く
之
れ

k
有
せ
ず
と
剤
、
ふ
も
可
な

b
。
然
れ

ぐ
d

乞
得
一
可
し
。
石
油
は
感
凶
ー
し
事
友
会
中
底
知
を
二
分
し
…
い
と
も
米
側
は
水
力
に
闘
し
て
も
世
界
に
滋
絡
し
~
幾
多
の
ー

て
義
一
学
を
占
め
、
漸
次
代
其
斡
俄
を
お
は
り
つ
〉
あ
え
一
ァ

Y
プ
ス
山
中
の
懸
河
を
八
位
す
る
も
一
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に

ガ
じ
夫
れ
有
以
な
る
的
問
戒
を
有
す
る
新
鋭
物
ア
Y

ミ
ニ
ユ
及
ば
公
る
な

b
。
英
他
ロ
ツ
キ
!
山
脈
中
に
於
て
も
ア
レ

1
ム
の
原
料
た
る
、
ポ

1
ザ
イ
ト
粘
土
日
鮮
は
伽
凶
1

乙
共
に
之
ガ
ニ
!
ス
山
脈
に
於
℃
も
幾
多
の
爆
布
は
勝
戦
t
乙
し
℃
英

bi}
所
一
一
有
し
、
共
の
州
訴
訟
は
令
糸
闘
が
他
に
率
先
し
℃
岩
手
利
用
せ
ら
る
〉
を
待
つ
も
の
〉
如
じ
0
0

絢
に
大
自
然
は
米

し
‘
究
ふ
所
の
も
の
な
9

0

0

図
工
業
接
越
の
前
訟
に
一
の
陣
容
を
も
燈
く
乙
・
と
な
告
な

雑

銭

-胸刷d・h
』晶

、』品
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一

A
y
a
 

ー
闘
と
織
も
・
恭
一
だ
曾
て
腎
混
じ
得
、
丘
、
b
じ
所
代
し
℃
、
米
同

l
l燃
は
一
清

5
8
1
5一
宝
井
一
代
鍵
培
米
上
の
宮
泌
を
賦

8L討
に
於
て
も
之
れ
じ
マ
唯
一
一
一
十
一
年
以
前
代
比
し
℃
英
一
一
一
一
配
の

算

LJμ
る
に
止
に
つ
ず
E

廷
に
連
総
交
泌
の
方
商
代
於
て
も
一
代
減
少
し
た
る
を
見
る
な
ら
。
@
・
:

川
崎
市
l
J
賦
m一
一
ぞ
奥
ふ
ふ
に
容
が
な
ら
ま
ら

3
0
米
側
/
熱
心
な
る
保
護
論
在
よ
ム
リ
成
み
米
一
凶
氏
子
-u
℃
閥
内
交

品
い
の
一
段
ス
千
削
…
一
一
代
亙
る
舟
一
航
1υ

得
一
円
う
河
流
は
庄
一
世
代
一
日
仰
の
自
由
よ
b
一
平
得
す
る
利
議
。
ピ
喋
々
す
る
を
沼
〈
ま
悦

川
市
概
述
の
使
左
飢
え
防
援
に
は
川
町
跡
地
を
蹴
つ
℃
莞
民
営
低
一
る
趣
味
ゐ
る
乙
1

乙
に
崩
す
る
な
λ
y
o

狗
・
代
合
古
川
γ

町
一
町
村

総
そ
じ
!
?
し
沢
一
般
一
政
仰
の
競
争
片
山
供
へ
し
む
る
の
効
ゐ
…
胤
限
界
代
於
て
給
制
判
的
交
易
の
自
・
闘
を
有
す
か
茂
川
恥
い
山
川

一げな
λ

リE

川
外
収
米
側
内
の
幾
多
の
大
湖
は
海
に
向
つ
℃
一
通
了
。
地
域
営
形
成
す
る
も
の
に
し
℃
、
前
凶
務
mw
プ
レ
，
十

ν

路
な
与
の
跳
一
期
ゐ
る
も
然
も
内
側
の
一
注
総
交
リ
池
か
い
は
知
、
上
っ
か
其
者
1
議
伶
川
代
於
け
る
二
十
年
間
L

中
に
氾
し
℃

1

合
飛

の
一
悦
袋
小
一
耐
火
へ
一
方
は
殺
伐
な
る
釧
…
一
銭
山
川
口
汗
に
続
一
ず
だ
る
一
凶
一
mwm
く
設
定
類
例
な

AW、
越
を
匁
7

レ
巨
大
な
る
ル
・
1

…
谷
川
一
一
;
他
方
は
一
成
大
細
川
・
没
な
る
山
版
一
般
に
や
レ
℃
絶
好
な
…
を
主
総
し
待
た
る
は
ス
ザ
一
〈
自
由
貿
易

t
保
護
政
策
'
仁
川
町

一J
J
川
市
川
氏
せ
弘
、
今
日
此
等
裁
大
湖
上
の
平
均
一
波
貸
率
一
時
代
川
町
一
周
し
た
る
の
印
刷
九
な
ら
之
す
・
」
ー
と
前
へ
る
が
如
く
、

は
・
阿
川
氏
付
う
徒
に
十
九
州
の
よ
ハ
1
v
y

し
に
過
ぎ
ず
、
而
…
側
内
の
波
大
な
る
市
場
之
急
速
な
る
人
口
の
官
加
と
ま
学

し
℃
毎
年
リ
ノ
}
唱
す
ン
、
マ
ク
!
運
河
サ
ピ
泌
過
す
る
船
舶
川
一
に
じ
℃
必
然
保
護
政
策
、
に
伶
ム
可
お
危
険
、
恥
町
自
-Wト
ト

冷
件
以
禁
士
一
連
測
の
五
一
倍
以
上
代
弁
れ
ら
。

mwem
ほ
の
敷
設
一
守
の
校
総
及
一
ぴ
版
一
路
ど
符
る
の
悶
難
よ
ら
結
果
}
レ
来
る
町
一

寸
一
取
引
易
な
る
事
業
に
じ
℃
、
米
側
人
は
其
組
織
に
術
特
の
〆
般
の
隙
容
よ
λ

リ
米
凶
工
学
ピ
救

JJF21ιLZ待
ぜ
し
め
た
ふ

恕
舵
を
ふ
仰
す
る
1ι
共
に
其
縦
殺
に
も
亦
一
純
一
の
特
技
を
有
な
ら
。

i
J
I

断
次
運
賃
低
減
に
成
功
し
下
今
日
に
於
℃
ば
一
や
均
一
最
後
に
合
衆
闘
は
薬
工
業
制
皮
公
益
(
怨
白
な
る
基
礎

噸
仰
ム
ハ
っ
シ

Y
し
よ
吋
な
れ
，
p
。
之
れ
資
に
欧
洲
の
如
何
な
る
の
上
h
k

総
設
す
る
ど
待
た
る
代
凶
t
p
℃
利
ナ
る
所
多

h
-
b


